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時代とともに観光のあり方も旅行者の価値観も確実に変化し、観光地では訪れるに値す

る価値の創造が求められている。みなかみオンパクや、各地のまち歩きの事例を通して、

訪問に値する価値創造、そのポイントを学ぶ。

講  義 1

元気で楽しいまちに観光客はやってくる
～オンパクで訪れるに値する価値創造～

講 師
公益財団法人日本交通公社 上席客員研究員

小林  英俊

兵庫県生まれ。旅行現場での豊富な経験を踏まえた観光マーケティング、地域活
性化が専門。観光と環境、観光と健康の実践的研究、エコツーリズムの推進は
ライフワーク。北海道大学大学院客員教授（観光創造専攻）、東京大学非常勤講
師、琉球大学非常勤講師。
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無理せず小さく始めて、確実に育てる

　今回の観光実践講座は、訪れるに値する価値は

何かを考え、訪れるに値する地域のデザイニングを

オンパクに学ぼうというのがテーマです。そのヒント

として私が考えたのが、「住民の力、知恵、ストックを

借りよう」ということです。自治体の方は「住民の力

を使う」という言い方をしがちですが、そうではなく

行政も市民も一緒になって「元気」や「楽しい」を創

り出せば、地域の外の人も面白がって訪れてくれる

というお話をしたいと思います。

　これは以前タイの国際会議に参加したときに滞在

したホテルのスタッフの写真です。こういう笑顔を見

ると、こちらも楽しくなってきませんか？　なぜ人が

笑っているのを見ると、自分も楽しい気持ちになる

のでしょう。

　それにはちゃんと理由があり、十数年前に解明さ

れています。人間の脳内にはミラーニューロンとい

う細胞群があります。この細胞群は他人の行動をシ

ミュレーションして同じような指令を自分の筋肉に出

すそうです。今〔2013年（平成25年）2月〕、テレビ

ではオリンピックが放映されていますが、見ていると

肩がガチガチに緊張してしまうことがあるでしょう。

それは気持ちの問題だけではなく、神経細胞がその

ように作用しているからです。生理学的にそういうこ

とが証明されているわけですね。

　観光についても同じことが言えます。人が楽しん

でいたり頑張っている姿を見ると、訪れた人も楽しく

なり、自分も頑張らなくちゃと思うわけです。ではどう

やって地域の「楽しい」「うれしい」「頑張っている」

ことを見せていくか。それには個々の小さな動きを

結集していくことです。結集するには何か背中を押

してあげるきっかけが必要ですが、そのきっかけづ

くりがオンパクだと私は思っています。

　今ではオンパクは全国に広がっています。なぜ、

これだけ広がったか。理屈ももちろん大事ですが、

理屈だけでは人は動きません。理屈とともにどうやっ

たら人が動いてくれるのかという感情面のことを考

える必要があります。

　頑張っている人、明るく取り組んでいる人たちか

ら学ぼうということで、一つの事例をお話しします。

群馬の水上温泉でやっている「みなかみオンパク

cocoira」です。ヒアリングに行きましたが、オンパク

の原点に忠実で、オンパクの考え方を大事にしてい

ることに大変感動しました。

　中心になっているのは辰巳館という温泉旅館の4

代目ご主人、深津卓也さんとみなかみ町観光協会

の施井真希子さんです。深津さんは10年前にオン

パクを見て、自分の地元でもやりたいと思ったそうで

すが、すぐにはやりませんでした。これを聞いて偉い

なと私は思いました。うまく運営できる態勢づくりが

地域にできるまでは動かなかった。

　ずっとやりたいという思いを持ち続けていたところ、

施井さんという意識の高いスタッフが観光協会に

入ってきました。施井さんは民間の会社でマーケティ

ングを担当した経験があります。深津さんと施井さ

んは、アウトドア会社をやっているもう一人と能登で
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開催されていたオンパクを見に行くんです。それで

「これだ」と確信して、この3人が中心になってオンパ

クを始めるのです。

　実際に開催するに当たって今度は、深津さんが旅

館や商店街の仲間たちと一緒にいわき市のオンパ

クを見に行きました。こうやって実際に体験した人の

輪が広がっていくわけです。理屈ではなく、まず「体

験する」ことを通して理解してもらおうという考え方

が、オンパクが全国に広がっている理由の一つだと

思っています。

　ではここで、みなかみオンパクを立ち上げた一人

である施井さんが語っている動画を見ていただきた

いと思います。「オンパクの研修会に参加してどう

思ったのか」という質問に回答しているので、その答

えを聞いてもらいましょう。

（DVD上映）

【施井】　みんなが進化して「こんな素晴らしい

ところがみなかみ町にあるなんて」と言ってもら

えれば、お客様のリピートにつながると思うん

ですよね。いろんな業態がパワーアップして地

域の魅力になればいいなと。

　観光協会に入る前はみなかみ町のホテルに

勤めていたんですが、地元の人と観光業の間

に距離がすごくあって、それを縮めたいという

思いがありました。私はもともと民間企業にい

たのですが、日本にはすごくいいところがたくさ

んあるのに、なかなかそれを知る機会がないし、

魅力的な情報として受けたことがあまりないと

感じていたんですね。ですから地域の魅力を発

信する仕事をしたいと思っていて。宝物の再発

見という考え方と、そこから新たに何かを創り

上げたいということを漠然と考えていました。

（DVD終わり）

　次のスライドはみなかみオンパクが始まったとき、

観光経済新聞に出た記事です。まず注目したいの

は、町村合併がきっかけだったという話です。町村

合併する場合、お互いの町や村を意外に知らないこ

とはよくあることです。そういう意味でオンパクをや

る意味があったということですね。

　あとは、観光客を誘致するために首都圏ばかりを

見ていたけれど、地元のいいところに目を向けるこ

との大切さをオンパクの研修を受けて知り、地元の

人向けに地元の人たちが何かをやるという発想に

至ったということです。そのために、オンパクというひ

とつのチャレンジの場をみんなで持とうということに

なったわけです。

　これがみなかみオンパクのガイドブックです。1年

目にやったプログラムの数は26本でしたが、翌年は

37本、3年目は43本と少しずつ増えています。最初

から無理して大きな規模でやらず、自分たちがコン

トロールできる範囲で始めるというのがポイントです

ね。最初は70人くらいが手を挙げたそうですが、ク

オリティを担保できるプログラムだけを取り上げ、そ
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のことによって口コミで面白さが広がっていったと言

えます。

　もう一つ、うまいなと思うのが話題づくりです。オー

プニングのイベントはいつも、「温泉スリッパ卓球」

というプログラムですが、町長や商工会長といった

人たちが出てきて対戦するわけです。メディアに取

り上げてもらうためのマスコミ対策もちゃんと考えて

いるのがいいですね。

　「飲もう!　食べよう！　夜の水上温泉はしご歩きツ

アー」。これは観光協会の人が案内するプログラム

ですごく面白いんですが、最初はなかなか人が集ま

らなかったので、施井さんは自分の友達を連れて参

加しました。注目したいのは、自分が企画に関わっ

てきて内容には自信があるのに参加者がいないとき、

「残念だけど催行できない」で終わらせず、だったら

自分が友達を連れてきて、お金を払ってでも参加し

ようと。こういった作り手の本気度が、継続する力に

なるわけです。

すでにあるものを組み合わせ、
新しい価値を生む

　2年目、3年目になると、プログラムの内容も変化

していきます。みなかみ町には日本で唯一のカスタ

ネット工場があります。施井さんもそのことを初めて

知って、最初の年にその工場を見に行って応援する

プログラムを作ったのですが、工場側は乗り気では

なく、「人が来るなんて面倒くさいから嫌だ」と言って

いたそうです。

　でも、参加した人がすごく喜んでくれた。このカス

タネット工場は店じまいを考えていたそうですが、参

加者のそういう反応を見て、「もう少し頑張ってみよ

うか」と気持ちが変わってきたわけです。最初の年

は工場見学だけだったのですが、だんだんとプログ

ラムも進化して、今では、まず原料となる木が生えて

いる森を見てもらい、そこから切り出した木材でカス

タネットを作るという内容になっています。

　もう一つ、組み合わせで面白い例があります。み

なかみ町で盛んなアウトドアスポーツ、ラフティング

と高級旅館という組み合わせです。高級旅館に泊

まってラフティングをやる人はなかなかいませんが、

ラフティングで川を下った後、地域で最も高級な旅

館のおいしいお弁当を食べるというプログラムで、

新しい魅力を生み出しています。アクティブなラフ

ティングと高級旅館という、これまでマーケットがか

ぶらなかったところを重ねるという発想が面白いと

思いました。

　このプログラムも面白いですね。「タッキー＆マッ

キーの"手作りソーセージを作ってワインを愉しむ"」。

ソーセージを作っている人とワインを造っている人

がコラボしています。

　観光の価値づくりとは何かというと、今お話しして

きたような組み合わせで新しい価値を生み出すこと

なんです。地域にすでにあるものでも、何と何を組

み合わせれば面白くなるのか。どうやって違うもの同

士をくっつけて新しい魅力を生み出していくか。単

なる「アセンブル（集めて組み立てる）」というので
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はなく、融合させて新しい価値を創っていく「フュー

ジョン」なんですね。

　みなかみオンパクの企画が面白いのは、普段やっ

ていることとは違うことをやらせるからです。いつも

自分の店で出しているものを少しアレンジして出す

とか、価格を変えるという企画は通りません。何か創

造的なこと、新しい価値を考えてくださいとチャレン

ジをお願いしています。

　例えば、次のスライドのご夫婦はオンパクでフレ

ンチを提供していますが、普段はトンカツ屋さんを

営んでいます。最初の年は奥さんが自分の趣味を

生かして紅茶を楽しむプログラムで参加しました。

一方、旦那さんはジビエを食べるプログラムに参加

したところ感激して、自分も何かできるんじゃないか

と思うようになったのです。ご主人はもともとフランス

料理がやりたかったのですが、実家がトンカツ屋な

ので家業を継ぎました。でもフレンチをやりたいとい

う気持ちが湧き上がってきて、オンパク2年目にはフ

レンチと紅茶を楽しむというプログラムを夫婦で

やったわけです。

　プログラムの提供者も他のプログラムに参加して、

その中からヒントをもらう、というのがポイントです。

そして刺激を受けさらにやる気になる。創造性に火

がつくわけです。これがオンパクの面白いところで、

特にみなかみでは、お互いに刺激を受け合う例が多

く見られます。何人集客したという話ではなく、あそこ

はどんな工夫をしているのかと互いに参加し合って、

質の競争をしているわけです。それによって質の高

いプログラムが少しずつ増えていったと言えます。

　この結果、何が起きているかというと、地元のお店

に来る地元のお客さんが増えているのです。今まで、

みなかみのお店は観光客が中心でしたが、さっきご

紹介したフレンチをやったトンカツ屋さんだけでなく、

あちこちで地元客が増える現象が起きています。

　「うちの地域にそんなユニークな人はいない」と思

うかもしれませんが、目のつけどころ次第だと思いま

す。例えば「本物のスリランカ料理を体験！」という

プログラムがあります。みなかみには、スリランカの

お寺から派遣された僧侶がいるそうです。「毎日自

炊しているらしい。だったらお国の料理を作ってもら

おう」ということで始まり、今では人気のプログラム

です。地域に住んでいる人にフォーカスして、その

人ができることをやってもらう。お寺の檀
だん

家
か

さんたち

はこのスリランカ人のことを知っていても、他の人た

ちは知らないわけです。地元の中の交流、お互いを

知るというところから新しい形の観光が生まれてくる

ということです。

　みなかみ町観光協会の施井さんは「オンパクで

やっているプログラムは全部自分が行きたいくらい。

参加者がいなかったら自分が友達を連れていく」、

そういう強い思いでやっていると語っています。ま

ず自分が感激し、それを人に伝えたいと。自分がい

いと思っていないのに、商売としてやろうというので

は相手によさが伝わりません。まず自分が「これは

いい」と思うものを見つけてくることが大事です。
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強さの秘訣は“みなかみオリジナル”

　旅館の経営者というのは一般的に、自分の旅館の

館内しか見ていないことが多いですね。けれど、み

なかみの深津さんは旅館の役割ってなんだろう、地

域のものを結びつけるのが旅館の役割じゃないかと

考えて、どんどん旅館の外に出ていくわけです。こう

いう人がもっと増えてくると、旅館も変わってきて面

白いのではないかなと思います。地域にあるものや

人をつないで価値を創っていく「つなぎ役」という

のがキーワードだと思います。

　そこでよく聞かれるのは、「じゃあ、それで何人来

ていくらもうかったの？」という質問ですが、このあた

りの考え方は、この後で講師の方たちのお話を聴い

てください。そういった考え方とは違う指標があるこ

とがよく分かると思います。

　「みなかみオンパクcocoira」のガイドブックの最

初にはこういう言葉が書かれています。「地元の人

が地元の人を案内して、みんながこの町を大好きに

なる小さなプログラムの集まりで、温泉地として地域

の活気とつながりを再生するまちづくりイベントで

す」。深津さんと施井さんは、町が元気になって交流

が活発になれば絶対にいいことがある、最終的には

観光客も来ると直感的に感じています。

　私がみなかみオンパクについて感じたことは、「み

なかみオリジナルだから強い」ということです。その

ポイントをまとめるとまず、事務局を務める観光協

会にやる気のある人がいて、本業として動ける中間

的組織がしっかりしていることです。それから、経営

者を巻き込んでいったことも挙げられます。やはり、

ものを判断できる人が入ってこないとダメですよね。

　観光客ではなく徹底的に地元を対象にして、まず

地元の人で同志を作ることを大事にしていることも

挙げられます。お金もうけではなく、「まちづくりイベ

ントでありチャレンジの場である」というコンセプト

がぶれないよう、中核メンバーを限定したというのも

大きいですね。

　プログラムについても数ではなく質に、互いのプ

ログラムに参加することにもこだわっています。深津

さんいわく「いきなり完成系を目指さず、5年10年と

いうスパンで考えることが必要」であると。施井さん

は「同じ価値観を持った人は地域に1割はいるはず。

その人たちに集まってもらいたい」と言っていました。

　みなかみオンパクに学ぶことを4つのポイントに

まとめました。「お互いに学ぶ機会にする」、これは

すごく大事で、地域をどうしていくかという自分たち

の思いを伝え合っていくことにつながります。

思いを持つ「志民」を集めることが
第一歩

　では、どうやって地域の人と一緒にやっていくの

か。まず志のある人、「志民」を集めることです。最

初に大きく対象を広げ過ぎると、何のためにやって

いるのか焦点がぼやけてしまいます。だから、最初

は少人数でいいのです。熱い思いを持っている人



Japan  Travel  Bureau  Foundation

13

を集めてくることが大事です。

　そういう手法でうまくいったのがせんべい汁で知

られる八戸市です。東北新幹線が青森まで延びるこ

とが決まったとき、「このままだと八戸は通過駅となっ

て、忘れられてしまう」という危機感が八戸に生まれ

ました。実際、新幹線が来れば観光客は増えても、

宿泊客は減ることが多いのです。でもそういう中で、

八戸はいろいろな努力をしました。

　まず、自分のまちがどう見られているかという調査

をしました。普通は観光というと、観光名所やお祭り

を思い浮かべますね。観光ポスターもそういう写真

ばかり使っています。でも実際に調べてみたら、首

都圏で八戸の観光名所や祭りを知っている人は少

なくて、南部せんべいの方がよっぽどよく知られてい

た。そこで考え方を変えたわけです。

　そして、まずは八戸が好きな人に集まってもらおう

と。観光事業者は集めません。観光事業者でも個人

として参加してもらうのはいいけど、仕事となるとす

ぐに「いくらもうかるか」という話になってしまうから

です。そうではなく、自分の地域をどうしようというと

ころからスタートすることが大事です。

　面白いことや楽しいことが好きな人を集めること

も必要です。こういう人たちは行動力があります。例

えばイベントでせんべい汁を大鍋で混ぜるとき、マ

ジンガーZをもじって「ま汁ガーZ」なんて言ったりし

て、みんなで「ノル」わけです。そうすると、メディア

にもノリやすい人がいるから、面白い記事を書いて

くれる。こうしてせんべい汁が有名になります。

　また、日帰りではなく泊まってもらうため、市内の

飲食店ではせんべい汁を夜に出すようにしました。

泊まったら、飲みに行きますよね。だったら地元の飲

み屋を面白くしようという取り組みをしたのです。せ

んべい汁を食べて楽しく飲んで泊まってもらったら、

ちゃんと翌朝のことも考えているんです。朝市に行っ

て朝風呂に入るという着地型プランも作りました。

　このように、一つ突破できると次から次へつながっ

ていくのです。だから、まず自分の地域が好きな人、

面白いことが好きな人が集まって地域の何が売りな

のか考えることです。そしてそこからどんどん新しい

話題を作って、付加していく。八戸の場合はせんべ

い汁にとどまらず、飲み屋街から朝の楽しみ方にま

で発展していったということです。

　今の時代は「人が集まるから集まる」集合集積の

時代です。一定の数の人が集まると、そこからさらに

飛躍的に増える。だからあるところまで頑張ると、「人

が集まっている」ということが集まる理由になってく

るのです。

　それには、とにかく話題を作ることです。これは八

戸せんべい汁の影響を受けて始めた「十和田バラ

焼き」というB級グルメです。八戸せんべい汁に関す

る活動を見て、面白そうだから自分たちも始めたと

いうことで、バラ焼きだからベルバラ会と称してタキ

シードを着て接客したりして、自分たちが自分の地

域を楽しんでいるのですね。そうすると、どんどん人

が集まってくる。この十和田バラ焼きは、北海道・東

北のB-1グランプリで2年連続1位を取るくらい人気
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が出ました。

　同じくB級グルメで知られる富士宮やきそばも、注

目してもらうために最初の頃は、「ミッション麺ポッシ

ブル」「三者麺談」などといったダジャレを使った仕

掛けをいろいろやりました。「アホみたい」と思わず

にやること、とにかく話題を作り続けることが大事で

す。そうすると注目が集まってくる。やがて、はとバ

スやJTBが富士宮やきそばを食べることを目的にし

たバスツアーを作るようになりました。ここまでくると、

もうどんどん広がっていくわけですね。

　富士宮市では最近、地元産品の豚肉を売ろうとい

うことで「ポーク神社のルイビ豚」などと言っていま

す。本当かうそか知りませんが、フランスからクレー

ムが入ったとか（笑）。このように話題を作っていくこ

とが、今の情報化社会の観光のあり方ですね。注目

してもらうための仕掛けとしてこういうことをやってい

ます。

　弘前でやっているまち歩き「路地裏探偵団」も面

白い取り組みです。ツアーは午後5時にスタートしま

す。参加費を払うと探偵手帳とバンダナが渡され、

探偵団の一員として飲み屋街など、夜の弘前を散策

するのです。結構話題になっていて、東京からも参

加者が来ています。写真中央が団長の鹿田智嵩さ

んです。ちょっと怪しげですが、実は観光協会の事

務局長なんです。昼間は「ひろさき街歩き」という普

通のまち歩きをやっていますが、夜になると鹿田さ

んという別の人格になって、路地を歩くわけです。

　「弘前というとお城と桜というイメージだけが強い

けど、この町にはもっと面白いところがあるのに」と、

飲み屋で話していて、だったらやっちゃおうという人

が集まった。鹿田さんは子供の頃から探偵ごっこが

好きで、弘前には路地がいっぱいあるということで、

こういうまち歩きを、昼間の仕事とは別に個人として

始めたそうです。

　最初は街の人から「何やってんだ」と白い目で見

られていましたが、だんだん注目され、人気が出てく

ると、今では市長からも「この考え方は面白い。市の

行事をもっと面白くするために路地裏探偵団に話を

聞いてこい」と言われるまでになったそうです。とに

かくコアになる志がある人に集まってもらうことです。

そのためには行政の皆さんも一緒に面白いと思う心

を持つ必要があります。

地域の「生活文化」が観光の目的に

　現在の観光市場がどうなっているのか、簡単にお
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話しします。人口自体が減っていますから、当然旅

行者数全体は減っています。といって、暗い気持ち

になる必要はありません。全国的な動きを自分たち

のことに結びつけて暗くなっていても仕方ありません

し、そういう中でも伸びている地域はあります。

　例えば、京都市の観光入込客数はずっと4000万

人で横ばい状態でしたが、この8年間で1000万人

増えています。長崎市では2006年（平成18年）に

19億円を使って「長崎さるく博」というまち歩きの博

覧会をやりました。地方博を開催した後は、観光客

数がどんどん減っていくことが一般的です。しかし、

長崎市ではNHK大河ドラマ『龍馬伝』の効果もあり

ましたが、V字回復で盛り返しています。

　ですから、日本全体の数字を見て「ああ、ダメな

んだ」と思うのではなく、その中からどうやってうちの

地域に来てもらうのかを考えることです。京都市の

観光客の内訳を見ると、50歳以上が半分を占めて

いるんですね。ここ数年で見ると、若い人たちもまた

動き始めています。リピート率で見ると、10回以上

来た人が54％を占めています。5回以上は全体の4

分の3に達します。

　観光客の年齢が高くなって、何回も来る人が増え

ている。その結果どんなことが起こっているかと言う

と、個人個人が自分の関心事にこだわった旅行をす

るようになっています。だから、旅行の作り手もこだ

わった旅行を作る必要があります。とはいえ、どれが

当たるか分かりませんから、一つ一つのプログラム

を大きくしないで切り口を多彩にすることです。

　また、旅行は非日常を味わう気分転換であるとい

う基本は変わりませんが、どんどん新しい考え方や

行動が加わっていき、最近は現地の「日常」に興味

が移ってきています。その土地に住んでいる人が普

段やっていることが面白いわけです。そうしたもの

が、自分の日常に変化と豊かさをもたらすものとして

捉えられるようになってきています。

　そこで改めて考えたいのが、「観光は手段である」
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ということです。観光そのものが目的ではなく、観光

を通じて何をやるのか、何のためにやるのかを明確

にしないと、志のある市民が集まってきません。「観

光振興は、観光協会に任せればいい」となってしま

う。行政も、観光振興について観光事業者にアイデ

アを求めるだけではダメなんですね。

　京都市はずっと4000万人で横ばいだったのに、

なぜ8年間で1000万人の観光客が増えたのでしょう

か。もちろん外国人も増えていますが、それだけで

はありません。

　まず女性がどんどん増えています。ここ10年くらい

で追いかけるように男性も増えています。これは「わ

しも族」です。「わしも連れていってくれ」と女性たち

についていく男性たちですね（笑）。年代別に見ると

50代が大きく伸びています。1970年代に「ディスカ

バージャパン」ブームに乗って京都に行っていた人

たちが再び訪れるようになっていると考えられます。

　ではどんなところに行っているのか。実は世界遺

産に登録されている有名なお寺はみんな来訪者が

減っているのです。増えているのは嵐山だけです。

京都は5回以上訪れている人が4分の3を占めてい

ると、先ほどお話ししました。だからもう、そういう有

名な所には行かないのです。

　ではどこへ行ってるのか、調べてみました。例えば、

錦市場です。この市場では今や観光客が4～5割を

占めているそうです。みんな、京都の人たちが日常

どんなものを食べているのか興味があるんですね。

市場近くでは、おばんざいの作り方を教えてもらえる

講座が開かれたりしています。新幹線の京都駅構内

のお土産売り場では京野菜も売られていて、自分で

買って帰っておばんざいを作る人も増えています。

　錦市場には「かね松」という老舗の八百屋さんが

ありますが、ここが経営している京野菜レストランが

とても人気です。八百屋の2階にあるので、そのまま

店名も「やお屋の二かい」というんです。すごく人気
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なので、今度は向かいに「やお屋のはなれ」という2

号店も出しました。どっちも混んでいます。

　また、京都では町家を活用した飲食店や宿泊施

設がすごく増えています。この辺にもヒントがあるの

ではと、調べてみました。例えば定期観光バスのコー

スも、以前は町家を建築物として紹介していました

が、最近は暮らし方がエコであるという京都人のラ

イフスタイルを切り口に案内しています。物としてで

はなく、その空間を使ってどのように人が生活してい

るか、生活の知恵を見て楽しむというふうに変わっ

てきているのです。

　この町家を活用して新しいサービスが生まれるよ

うになり、2000年頃からいわゆる町家ブームが始ま

りました。町家を建築的価値などから見ても、女性は

あまり興味を持ちません。その独特の和の空間の中

で、イタリアンやフレンチを食べるレストランが生ま

れてきて、30代前後の女性を中心に今まで町家に

縁がなかった層が、「今までにない独創的な感覚」

に魅力を感じて、関心が高まったわけです。

　町家を利用した本棚のあるカフェも数軒できてい

て、1階を吹き抜けにしていて開放感があり、どこか

洋風な感覚もあります。外国人も結構来ていました。

日本画家・竹内栖鳳さんの住まいを改装した「ザ・

ガーデン・オリエンタル京都」というイタリアンのお

店も天井を取って吹き抜けにしていて、すごくオシャ

レなんです。

　イギリスのデザイナー、ポール・スミスも町家を

非常に気に入り、三条に町家を改装したショップを

出しています。中に入ると床の間に靴が置いてあっ

たり、ポール・スミスのシンボルカラーを壁に塗った

り。ものの見方が違いますね。日本人なら絶対やら

ないことですが、すごく面白い。斬新な発想で町家

を活用しています。このように町家を改装したお店

は私が行ったときで280軒くらいありましたが、今は

もっと増えていると思います。

　全国どこでもよくあるのが、移築した古民家でお

そばや郷土料理を食べさせたり、民芸品を売るとい

うパターンです。決して悪くはないですが、驚きがな

いですね。そうではなく、建物の持っている個性が

生きるように創意工夫をする。こんな空間の生かし

方があるのかと話題になってどんどん広がっていく

のだと思います。

　町家は一時、どんどん壊されてマンションに建て

替えられました。町家の美に気づいたのは、まず芸

術家や京都にお嫁に来た女性などで、これらの人が

発信をして共感者を増やしていったのです。注目し

たいのは、そうした町家を残して活用しようという市

民運動が出てきたことです。例えば、町家を修復す

る大工さんや左官屋さんの集まり「京町家作事組」、

1口10万円で市民に出資してもらい、その資金で町

家を改装して事業を始めてもらい、集めたお金には

利子をつけて返す「京町家まちづくりファンド」など

があります。

　先日、熊本に行きましたが、商店街アーケードの

外れに町家や古民家を利用したスポットがどんどん

できています。熊本大学の建築の先生たちが中心
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になり、町家を残そうという動きが出ているそうです。

若い人たちもたくさん参加していて、面白いレストラ

ンやバーがいろいろありました。こういう動きが全国

的に生まれていると言えます。

　このように町家をうまく活用することで、新しい社

会的な動きが生まれてくるのです。ビルの部屋を借

りて新しく店を出そうとするとお金がかかります。一

方、町家は維持するのが大変なので、安く借りられ

ます。だからアイデアのある若い人、女性も町家を

舞台に新しいトライができる。そういうやる気のある

起業家を取り込んでいくことで、町が新しく変わって

いくのです。そのためには受講者の皆さんのような

行政は何ができるか、と考えることで町を変えていく

可能性が出てくると思います。

　また、京都には「象彦」という老舗の漆器店があり

ます。店舗を改装するとき、その一部を美術館にし

ました。入場料は300円で、例えば淀君が使ってい

た化粧箱などが見られるんです。多分皆さんの町で

も、いろんな企業や人がいろんなものを持っている

でしょう。それをオープンにして他の人に見てもらう

ことも、今後は必要になってくると思います。各企業

や個人が持っている私有財を死蔵させず、「公共財

化」していくということですね。

　京都が伸びている理由について、4つの仮説を挙

げてみました。これは京都だけではなく、皆さんの地

域にも当てはまることだと思います。ポイントの1つ

目に社会の価値観の変化があると思います。エコな

生活への関心の高まりが京都のライフスタイルに注

目するようになったというような話です。

　ポイントの2つ目は、個人の変化ですが、海外旅

行の経験者が増えてきて、京都を今までとは違う視

点、ある意味外国人に近い視点で見るようになった

というのが挙げられます。もう一つ重要なのは、旅行

者自身の編集能力が上がってきて、ブログなどネッ

トを通じて自分の体験や見方を発信できるように

なったことです。「自分はこういうふうにこの土地を

回った」という情報を見て、面白いと思った人が「私

はこう回った」と別の情報を出す。個人個人が自分

の興味や編集力に応じた発信をすることで他の人

が影響され、これがどんどん増殖していくんですね。

京都は編集素材が豊富なので、いろんな切り口でス

トーリーが作りやすいというのはありますが、皆さん

の地域でも、最初のきっかけになるような情報をうま

く提供すれば、それを面白いと思って自ら発信する

人が出てきて、広がってくる可能性があります。

　それにはやはり、地域の人に創造性を発揮しても

らうことが必要です。そこから町を変えていくという

のが、一つのやり方ではないかと思います。大きくな

くていいのです。小さな変化でもそれが集まれば面

白い動きになると思います。

まちを面白く変えていく、
そのプロセスが観光に

　まちの中に思いの連鎖を広げ、まちの外の人にも

共感してもらい訪れてきてもらうために大事なのは、

自分のまちのアイデンティティを言葉にして考えるこ

とです。例えば、千葉県の佐原という地域は江戸時代、

江戸に負けないほどの文化がありにぎわっていたと

いうことから「江戸優り」というコンセプトでまちづく

りをしています。町でいろんな企画をするときもこの

言葉が価値基準となって、本物にこだわっています。

江戸優りの文化を今に伝えようということで、いろい

ろなNPOも生まれそれぞれ活発に動いています。

　佐原で非常に感銘を受けたのが住民参加ではなく

「行政参加」という言葉を使っていたことです。市民

がまちづくりをする姿そのものが観光資源であり、そ
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れをサポートするために行政が市民の活動に参加

するというスタンスです。佐原では、役所の職員も自

分の住んでいる集落の活性化の会合に積極的に出

席します。昼はいろいろな部署で仕事をしています

が、夜は市民活動推進課という違う部署所属になり、

活動に参加するのです。

　もともと役所の職員というのは、いろいろな人を

知っていて情報やネットワークを持っています。そう

いう人間が、まちづくりの中に入った方が物事がス

ムーズに進むと言えます。ただ、常にボランティアで

は職員も大変なので、仕事と見なして残業代も出す

そうです。そういう行政参加の仕組みは全国でも聞

いたことがなくて、非常に面白い取り組みだと思い

ます。

　もう一つ、新潟市の例を挙げます。昨年〔2012年

（平成24年）〕のこの講座で市職員の池田博俊さん

に講師として参加いただきました。新潟市のまちの

中には「小路」と言われる路地がたくさんあるので

すが、池田さんが観光関係の課長をしているとき、

あちこちの小路に手書きのイラスト入り案内板を

作って貼っている人に出会ったそうです。池田さん

がその人に声を掛けたことがきっかけで、市の予算

でマップを作ったり、小路を巡るまち歩きを始めたり、

行政と民間が一緒にまちの魅力づくりをするように

なったのです。やがて新潟で「全国路地サミット」と

いうイベントが開催されるなど、魅力的な路地のあ

る町として各方面から注目されるようになりました。

　この2つの町に共通していることがあります。よく

「観光まちづくり」と言いますが、佐原と新潟市がやっ

ていることは「まちづくり観光」です。まちを面白く変

えていく、そのプロセスを観光にしようという発想 

です。

地域イベントは地産地消の発想で

　最初に現在の観光では、見せるもの、見たいもの

が変わってきたという話をしました。今、多くのまち

が何を見せているかというと「生活文化」、ライフス

タイルです。どういうふうにそれを面白く見せている

のか、長崎の例をご紹介します。

　長崎市は2006年（平成18年）に「長崎さるく博」

というまち歩きの博覧会を開催したのですが、その

後、いったん減った観光客入込数が再び増加してき

ているというお話をしました。私たちは不思議に思っ

てその理由を調べに行ってきました。長崎では博覧
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会後も「さるく」プログラム（まち歩きプログラム）が

進化しており、市の調査では観光で長崎に来る人の

半分がまち歩きを楽しんでいます。九州内から来て

いる観光客の1割は「さるく」への参加が目的で、長

崎を訪れているということです。

　では「さるく」プログラムをいくつか紹介しましょう。

「長崎は今日も異国だった」。タイトルも面白いです

が、生活に溶け込んだ居留地エリアを歩き、地元の

人たちが長崎をどう見ているかという視点をまち歩

きに生かしています。

　内容が決まっておらず、このガイドさんと行くから

面白いよ、というプログラムもあります。ガイドさんと

のまち歩きそのものが目的になっているのです。あ

とは60歳以上の市民限定さるく、町の中の猫たちと

出会う「ねこさるく」などもあります。私たちが参加し

た眼鏡橋のそばの商店街を歩くコースでは、老舗の

カステラ屋さん、昆布屋さんなどに行ってお店の人

のお話を聞くのがとても面白かったです。

　試しに同じコースを違うガイドさんと次の日に回っ

てみました。ガイドさんが違うと、見せるポイントが

違うんです。自分のまちはこんなところだよ、という

のをそれぞれの視点から話すので、ガイドさんによ

り内容が違って面白いんですね。まち歩きを目的に

観光する人が出てきているのは、こういう個人の視

点を面白いと感じているからです。

　今まではグラバー邸など、有名な観光スポットを

効率よく回る手段としてガイド付きツアーを使うとい

う形でした。しかし、最近はその考え方が変わってき

ています。地元のガイドが案内するプログラムへの

参加を目的にした人がすでに1割いるということで、

発想が今までとは逆転してきています。

　なぜ長崎の観光客数は「さるく博」の後にV字回

復したのか。私は「さるく博」をきっかけに市民が主

体的に取り組んだまち歩きの仕組みがその後も発

展的に機能し、どんどん進化することで、町がより魅

力的になり、それが人を引きつけたからではないか
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と考えています。

　最初に話したように、町の中にはいろいろな小さ

な動きがあります。それを凝縮する力として働いた

のが、長崎の場合は「さるく博」でした。八戸では新

幹線の延伸が一つのきっかけになりました。今回の

講義のテーマであるオンパクもまた、そういう個々の

動きを一つにまとめ、固めていく力があると思います。

　形は違っても、それぞれの地域がやっている中身

はほとんど同じです。地域にもともとあるものを今ま

でとは違った目線で見て、組み合わせて新しい魅力

を創り出していくということです。今まで、観光という

のは観光客や観光事業者のものだと皆思っていまし

た。もちろん、観光事業者は大変重要な役割を果た

していますが、観光は事業者だけのものではなく、も

ともと地域住民のものであり、地域や暮らしの活性

化につながるように使えないかというふうに発想を

変えたわけです。

　長崎の場合は、それを具体的に「まち歩き」とい

う手法でやってみたわけです。まち歩きする場所も、

有名な観光名所をつなぐのではなく、生活圏に入り

込んで、まちの生活文化に触れ、地元の人と交流し

て、まちの魅力を体感してもらおうという形です。こう

いう考えはいろいろなところに広がりつつあり、弘前

の人たちも別府のオンパクと長崎のまち歩きを見に

行って、そこでヒントを得て、弘前で路地裏探偵団

を始めたそうです。

　では、長崎をヒントにどういうイベントや情報発信

を地域で行っていったらいいのかを考えます。まず、

イベントや観光プログラムを地元の人たちが作って、

地元の人たちが見に行くことから始めよう、というこ

と。「さるく博」が開催された年の参加者は6割くら

いが長崎市民だったそうです。「面白いね」という市

民の口コミが、九州の他の地域や首都圏にも広がっ

ていきました。

　そのためには市民が主体的に参加することが必

要です。よく、「市民をいかに巻き込むか」という言

い方をしますが、市民が受け身にならないこと、市

民が自ら気づいて参加するという仕掛けを作ること

が大事ではないかと思います。すでに動いている人

や動くきっかけが分からなかったりお金がない人、

そういう人たちを集中的に支援することも必要です。

押しつけではない連携が継続する力につながります。

　「さるく博」では「市民プロデューサー」という役割

を作り、市民のやる気と実行力を引き出しました。ま

ち歩きのコースを作る人やマップを作る人など、そ

れぞれ得意分野を生かして担当したのですが、プロ

デューサーという誇りから一生懸命取り組むし、その

成果は誰かに見てほしい。親戚や友人知人に声を

かけるので、人も集まります。そうすると自信を持ち、

継続につながるはず。また、市民に無料で送れる封

筒を渡し、自分の親戚や友人に「さるく博」のパンフ

レットを送ってもらうという「長崎からの手紙作戦」も

効果があり、5万通が出されたそうです。こういう取り

組みがあると、市民にとってもイベントを自分たちの

ものとして認識するきっかけになるわけです。

　一過性のイベントに終わらせず、数年後を見据え

ながら、どういうふうに育てていくかを考えたのは、

オンパクと共通しています。イベント実施による直接

的な利益は全て市民が享受することを目指し、「さる

く博」ではパンフレットの印刷やイベント企画などに

関わるのは長崎市内の事業者に限定しました。大事

なのは、地域イベントを地産地消にしていくという発

想です。

オープン系ガイドがつなぐ、
地域の歴史、暮らしぶり

　この「長崎さるく」の進化系が、大阪のまち歩きプ

ログラム「大阪あそ歩」です。大阪の魅力は大阪城

やUSJだけではなく、大阪を150もの小さな町の集ま

りだと捉え、それぞれに蓄積されたストーリーこそ魅

力だと考えたのです。その魅力を地元ガイドの案内

で見せるというまち歩きです。

　「さるく博」の開催以降、まち歩きのガイドの役割

が変わってきています。従来のシティガイドと「さるく」

のガイドとの違いを表にしてみました。

　「さるく」の場合、ガイドさんはただの案内人ではな

く、地域の人やものを「つなぐ役割」が大きいと思い
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ます。従来のシティガイドは「クローズド系」でした。

検定などに受かることが必要で、観光地を回って一

生懸命覚えた歴史的事実などを披露し、寄り道もし

ません。

　これに対して、「さるく」のガイドは地域にあるもの

や人を巻き込んでいく「オープン系」です。歩いてい

る途中で面白いところがあったらふらっと立ち寄った

り、観光客が一人では入っていけないところも、ガイ

ドさんと一緒なら安心して行けて地元の人とも触れ

合えると。伝えるのはそこで暮らす人の気質や喜怒

哀楽、庶民の歴史です。だから検定などは必要なく、

誰でもなれますし、その人の個性を生かせます。

　「大阪あそ歩」のまち歩きで、天下茶屋にある老

舗の手焼きあられのお店を訪れました。そこのおじ

いさんは「あられを50年焼き続けているけど、完璧

に満足できたものはほとんどない。毎日が挑戦や」

と言うんですね。長崎の「さるく」で訪れたカステラ

屋のご主人は、「その日の温度や湿度に合わせて原

料の水飴の入れるタイミングを調整しています」と

いう話をしてくれました。

　あられやカステラを今までは何げなく食べていま

したが、作っている人と触れ合うことで、こんなに思

いがこもっているんだ、職人のこだわりを感じるなあ

と。いい話を聞いて明日は自分も頑張れそうと思う

わけです。これはちょうど、寅さんの映画を見た後の

ように、良質のエンターテインメントに接したのと同

じで、ほんわかとした気分で帰途に就ける、これがま

ち歩きの魅力だと思います。

　このように、現在は観光を通して小さな幸せを求

める、感じるという潮流が生まれていると思います。

また、もう一つの潮流はマスツーリズムからコミュニ

ティ・ツーリズムへの変化です。コミュニティ・ツー

リズムとは住民が主体となって働き掛け、地域に利

益がもたらされるツーリズム、地域が自らを自慢する

ツーリズムということです。だから、どんな町でもで

きますし、皆さんのところにも素材がたくさんあると

思います。

　お金をかけて何か新しい価値を作ろうと思わなく

ていいんです。つなぎ合わせることによって新しい

価値が生まれます。そうすると住んでいる人が元気

になって楽しくなり、それを見て外の人が来る。そう

やって次 と々広がっていく。行政は一市民として、サ

ポートしてこの動きを後押ししていくことができれば

いいのではないかと思います。
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【会場】　市民の力をどのようにして引き出せばいい

のか、もう少し詳しくその方法をお聞かせください。

【小林】　やる気がある人が地域に1割はいると、み

なかみオンパクの施井さんは言いました。その1割を

どうやって見つけるかですが、すでに何かを始めて

いる人を応援しながら、オンパクやまち歩きなどに

参加してもらうことです。そうすると、自分もやってみ

たいと追随する人が必ず出てきます。そうやって小

さな成功を重ね、やる気と成功の輪を広げていくの

がいいと思います。

　「そんな人、うちの地域にはいない」という人もい

るかもしれませんが、さっきお話しした新潟の例のよ

うに、町を歩き回ってみることも必要です。そうすれ

ば頑張ってる人、面白いことをやっている人が必ず

いるはずです。見つかったら、まずその人を支援す

ると。そういうやり方が一番いいと思います。

【会場】　私は市民活動の支援をするNPOに参加し

ていますが、最近、地域で「まちほめ学会」というの

を作りました。日頃、行政にこうしてほしいなどの要

求をされることが多いのですが、そこから視点を少

し変えてほしいと思ったのがきっかけです。少しず

つまち歩きなどを始めていますが、今のお話を伺っ

て、もっと自分たちの住んでいるところを自慢できた

らいいなと思いました。「こんな小さい町、何の魅力

もない」と言う方も多いのですが、可能性があるん

だなと思いました。

【小林】　「ほめて育てる」というのは、やる気のある

人を見つける方法としてすごくいいと思います。武

蔵野市観光協会で面白い取り組みをしていて、赤

ちゃん連れに楽しんでもらうまち、ペットと歩けるまち

といったテーマでマップを作っているのです。赤ちゃ

ん連れ歓迎のお店、ペットを連れて入れるレストラ

ンなどを載せているのですが、そうするとそういう店

が新しく出てくるんですね。切り口を鮮明にして、自

分の町をどう楽しむかを見せるというのもいい方法

だと思います。

質疑応答


